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こ
と
を
指
摘
し
た
。

近
年
、急
速
に
広
が
り
を
見
せ
る 

産
業
用
ヘ
ン
プ
の
利
用
と
生
産

第
二
次
世
界
大
戦
以
前
の
日
本
で
は
大

麻
栽
培
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、
暮
ら
し
の

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
大
麻
製
品
を
使
っ
て

い
た
時
代
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
戦
後
の

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
統
制
下
で
大
麻
は
取
締
規
制
の

対
象
と
な
り
、
栽
培
を
含
む
無
免
許
で
の

取
り
扱
い
が
禁
じ
ら
れ
た
こ
と
で
、
国
内

で
の
栽
培
は
約
５
ha
に
ま
で
減
少
し
た
。

菊
地
氏
は
北
海
道
立
上
川
試
験
場
の
場

長
を
退
職
し
た
後
、
ヘ
ン
プ
に
産
業
的
な

可
能
性
を
感
じ
て
「
北
海
道
の
基
幹
作
物

に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
で
、
研
究
者
免

許
を
取
得
す
る
な
ど
、
ヘ
ン
プ
へ
の
関
わ

り
を
深
め
て
き
た
（
現
在
、
研
究
者
免
許

は
保
有
し
て
い
な
い
）。

ヘ
ン
プ
は
高
さ
５
m
に
成
長
し
、
乾
物

重
に
し
て
50
ｔ
／
ha
を
超
え
る
。
バ
イ
オ

マ
ス
プ
ラ
ン
ト
と
し
て
の
可
能
性
は
計
り

知
れ
な
い
と
い
う
。
菊
地
氏
が
代
表
を
務

め
る
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ａ
は
、
世
界
の
最
新
動
向
を

得
る
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
開
催
さ
れ

る
国
際
会
議
に
参
加
し
た
り
、
先
進
事
例

の
現
場
を
訪
ね
る
視
察
ツ
ア
ー
を
企
画
し

た
り
、
地
道
な
活
動
を
続
け
て
き
た
。
ヘ

ン
プ
産
業
の
経
済
効
果
に
期
待
し
、
商
業

ベ
ー
ス
で
の
展
開
を
模
索
し
て
い
る
希
少

な
存
在
で
あ
る
。

近
年
、
世
界
で
は
産
業
用
ヘ
ン
プ
の
新

し
い
用
途
が
次
々
に
生
ま
れ
、
ニ
ー
ズ
が

多
様
化
し
て
い
る
。
ヘ
ン
プ
は
収
穫
後
に

一
次
加
工
段
階
で
、30
～
35
％
が
繊
維
に
、

50
％
が
オ
ガ
ラ
（
麻
幹
）
に
な
る
。
２
０

１
０
年
時
点
で
繊
維
の
市
場
規
模
は
２
万

６
０
０
０
ｔ
。
パ
ル
プ
や
紙
の
ほ
か
、
自

動
車
部
品
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
バ
イ
オ
複

合
資
材
、
自
動
絶
縁
材
、
特
殊
生
地
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
の
オ
ガ
ラ
は
約
６

割
が
馬
な
ど
の
動
物
の
敷
料
に
使
わ
れ
る

が
、
二
次
加
工
を
経
て
建
築
資
材
に
も
加

工
さ
れ
る
。
種
子
は
ヘ
ン
プ
シ
ー
ド
と
呼

ば
れ
、
食
品
や
飼
料
、
化
粧
品
、
ヘ
ル
ス

ケ
ア
分
野
で
利
用
が
拡
大
し
て
い
る
。
い

ず
れ
も
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
企
業
が
研
究

開
発
に
乗
り
出
し
て
い
る
そ
う
だ
。

Ｅ
Ｕ
圏
で
も
日
本
と
同
様
に
マ
リ
フ
ァ

ナ
は
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
る
が
、
１
９

９
６
年
に
ド
イ
ツ
で
産
業
用
ヘ
ン
プ
の
国

際
基
準
が
設
け
ら
れ
た
。こ
れ
を
受
け
て
、

産
業
用
ヘ
ン
プ
を
マ
リ
フ
ァ
ナ
と
区
別
し

て
扱
う
対
応
が
各
国
に
浸
透
し
、
栽
培
面

積
の
増
加
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。
Ｅ

Ｕ
圏
で
の
産
業
用
ヘ
ン
プ
の
栽
培
面
積
は

15
年
時
点
で
２
万
４
０
０
０
ha
だ
っ
た

が
、翌
16
年
に
は
約
３
万
ha
に
拡
大
し
た
。

米
国
で
も
16
年
に
は
前
年
の
倍
に
当
た
る

約
４
０
０
０
ha
に
、
カ
ナ
ダ
で
は
５
万
ha

に
増
え
て
い
る
。
い
ま
や
産
業
用
ヘ
ン
プ

の
栽
培
面
積
が
拡
大
し
て
い
な
い
先
進
国

は
日
本
だ
け
と
い
う
ぼ
や
き
が
彼
ら
か
ら

聞
こ
え
て
き
た
。

（
一
社
）
北
海
道
産
業
用
大
麻
協
会
（
Ｈ

Ｉ
Ｈ
Ａ
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
北
海
道
の
産

業
用
大
麻
（
ヘ
ン
プ
）
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ぶ

目
的
で
、
7
月
24
日
に
東
京
で
日
仏
ヘ
ン

プ
国
際
交
流
シ
ン
ポ
を
開
催
し
た
。
２
つ

の
講
演
に
続
き
、
３
つ
の
情
報
提
供
と
い

う
盛
り
沢
山
の
内
容
で
、
40
名
の
参
加
者

か
ら
は
質
問
が
相
次
ぎ
予
定
時
間
を
超
え

る
白
熱
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。

冒
頭
、
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ａ
代
表
理
事
の
菊
地
治

己
氏
が
「
北
海
道
の
ヘ
ン
プ
産
業
の
構
想
と�

課
題
」
と
題
し
て
北
海
道
で
の
大
麻
に
関

わ
る
取
り
組
み
の
経
緯
と
、
国
内
の
ヘ
ン

プ
産
業
を
取
り
巻
く
状
況
等
を
報
告
し
た
。

続
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
産
業
用
ヘ
ン
プ
生
産

者
連
盟
（
Ｆ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
フ
ェ
ブ
リ
エ
・
ク
リ
ス
ト

フ
氏
が
登
壇
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
と
く
に

フ
ラ
ン
ス
で
の
ヘ
ン
プ
産
業
発
展
に
つ
い

て
通
訳
を
介
し
て
講
演
し
た
。

そ
の
後
、
高
安
淳
一
氏
（
大
麻
繊
維
研

究
家
、
大
麻
博
物
館
・
館
長
）
か
ら
「
縄

文
時
代
か
ら
続
く
日
本
の
大
麻
文
化
」
の

解
説
が
あ
り
、
ヘ
ン
プ
シ
ー
ド
の
魅
力
を

伝
え
た
の
は
那
奈
な
つ
み
氏
。
パ
ト
リ
ッ

ク
・
コ
リ
ン
ズ
氏
（
麻
布
大
学
生
命
・
環

境
科
学
部
教
授
）
は
「
産
業
用
ヘ
ン
プ
を

巡
る
法
律
問
題
」
と
題
し
て
、
世
界
の
産

業
用
ヘ
ン
プ
の
法
規
制
の
変
遷
を
示
し
、

日
本
以
外
の
先
進
国
で
は
産
業
用
ヘ
ン
プ

が
「
普
通
の
農
作
物
」
に
戻
っ
て
い
る
の

に
、
日
本
で
は
そ
の
対
応
が
遅
れ
て
い
る

▲

7月24日
　（東京都）

日仏ヘンプ国際交流シンポ
フランスと北海道の 

産業用大麻（ヘンプ）ビジネスを学ぶ
当日の東京会場の様子（7月26日に北海
道札幌市でもシンポジウムが開催された）
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Ｔ
Ｈ
Ｃ
／
Ｃ
Ｂ
Ｄ
を
含
ま
な
い 

栽
培
品
種
の
可
能
性

ヘ
ン
プ
に
含
ま
れ
る
化
学
物
質
を
総
じ

て
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
と
呼
ぶ
。
な
か
で
も

陶
酔
作
用
に
よ
っ
て
健
康
被
害
を
も
た
ら

す
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
主
成
分
は
Ｔ
Ｈ
Ｃ
（
テ

ト
ラ
ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
）
だ
。
海

外
で
産
業
用
ヘ
ン
プ
と
し
て
栽
培
さ
れ
る

の
は
Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
含
量
が
少
な
い
品
種
で
、

収
穫
物
に
つ
い
て
も
検
査
を
受
け
て
出
荷

さ
れ
る
仕
組
み
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ａ
が
注
目
し
て
い
る
品
種
は
、

「Santica27

」
だ
（
図
１
）。
繊
維
の
収
量

が
多
く
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
全
く
含
ま
な
い
の
が

最
大
の
特
長
で
あ
る
（
図
２
）。
Ｆ
Ｎ
Ｐ

Ｃ
が
育
成
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
70
％
以
上

の
シ
ェ
ア
を
持
ち
全
世
界
48
カ
国
に
種
子

を
輸
出
し
て
い
る
種
子
会
社
、
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｓ

Ｃ
（
産
業
用
ヘ
ン
プ
種
子
生
産
者
中
央
協

同
組
合
）
が
販
売
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
公
式
の
品
種
リ
ス
ト
に
登
録
が
あ

り
、
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
の
三
大
主
成
分
の

う
ち
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
以
外
の
Ｃ
Ｂ
Ｄ
（
カ
ン
ナ

ビ
ジ
オ
ー
ル
）
は
低
濃
度
で
、Ｃ
Ｂ
Ｇ
（
カ

ン
ナ
ビ
ゲ
ロ
ー
ル
）
を
高
濃
度
に
含
む
。

現
在
、
国
内
で
栽
培
免
許
を
得
て
作
付

け
さ
れ
て
い
る
品
種
「
と
ち
ぎ
し
ろ
」
は
わ

ず
か
に
Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
含
む
と
言
わ
れ
て
い
る

だ
け
に
出
荷
検
査
は
必
要
だ
が
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ�

濃
度
ゼ
ロ
で
あ
れ
ば
日
本
国
内
で
栽
培
し

や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
期
待
が
か
か
る
。

菊
地
氏
に
よ
る
と
「
と
ち
ぎ
し
ろ
」
の

土
地
生
産
性
は
10
ａ
当
た
り
約
60
万
円
。

Santica27
の

種
代
は
10
ａ
当

た
り
１
０
０
０

円
で
、
導
入
し

や
す
い
価
格
設

定
と
い
え
よ

う
。
栽
培
・
収

穫
の
段
階
で
環

境
条
件
、
経
済

的
条
件
が
整
っ

て
い
れ
ば
、
加

工
段
階
で
の
障
害
は
少
な
く
な
り
、
自
動

車
産
業
や
建
材
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
協
力
も

得
や
す
く
な
る
と
見
込
む
。

フ
ラ
ン
ス
の
ヘ
ン
プ
産
業
が 

ビ
ジ
ネ
ス
を
広
げ
た
理
由

そ
も
そ
も
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
わ
り
は
15

年
９
月
に
敢
行
し
た
視
察
ツ
ア
ー
で
、
農

家
や
種
子
会
社
、
一
次
加
工
会
社
と
い
う

生
産
側
だ
け
で
な
く
、
建
築
現
場
や
自
動

車
部
品
会
社
な
ど
利
用
す
る
側
を
訪
ね
た

こ
と
か
ら
、
交
流
が
深
ま
っ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、
昨
年
12
月
に
フ
ラ
ン
ス
ビ
ジ
ネ

ス
投
資
庁
と
在
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
が
主

催
し
た
日
仏
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
機
に
、
Ｆ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
の
商
業
ベ
ー
ス

で
の
展
開
が
加
速
し
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
開
催
が
実
現
し
た
。

Ｆ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
１
９
３
２
年
に
設
立
さ

れ
、
50
年
代
か
ら
産
業
用
ヘ
ン
プ
の
み
を

扱
い
、
品
種
改
良
を
手
が
け
て
き
た
。
フ

ェ
ブ
リ
エ
氏
曰
く
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
Ｆ

Ｎ
Ｐ
Ｃ
を
後
押
し
し
た
理
由
に
は
、
シ
ャ

ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
元
大
統
領
が
深
く
関

与
し
て
い
る
そ
う
だ
。
65
年
に
打
ち
立
て

た
政
策
で
は
、
各
方
面
で
米
国
・
英
国
の

影
響
を
受
け
ず
に
各
製
品
分
野
の
レ
ー
ル

を
引
く
こ
と
を
重
要
視
し
た
。
農
業
政
策

も
そ
の
一
つ
で
、
産
業
用
ヘ
ン
プ
に
つ
い

て
も
67
年
よ
り
種
子
生
産
・
販
売
者
で
あ

る
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
と
連
携
し
て
協
力
体
制
を

築
き
、「
産
業
用
ヘ
ン
プ
で
未
来
を
築
こ

う
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
て

き
た
と
い
う
わ
け
だ
。

敗
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
敷
か
れ
た
大

麻
取
締
の
規
制
が
厳
し
く
、
い
ま
だ
に
農

業
政
策
と
し
て
産
業
用
ヘ
ン
プ
の
栽
培
・

利
用
を
後
押
し
で
き
ず
に
い
る
日
本
と
の

違
い
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
シ

ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
政
権
が
示
し
た
道

筋
は
産
業
界
を
盛
り
立
て
た
と
認
識
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
。

海
外
事
業
を
担
当
す
る
空
閑
正
樹
理
事

は
こ
う
話
し
て
い
る
。

「
産
業
用
ヘ
ン
プ
に
関
す
る
情
報
が
日
本

で
は
少
な
く
、
正
確
な
情
報
が
得
ら
れ
ま

せ
ん
。
海
外
に
出
か
け
て
具
体
例
を
見
て

学
ん
で
こ
な
け
れ
ば
状
況
が
わ
か
ら
な
い

の
で
す
。
海
外
で
は
産
業
用
ヘ
ン
プ
の
利

用
用
途
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
、
生
産
体

制
も
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
次

世
代
の
農
家
に
は
、
こ
の
古
く
て
新
し
い

農
作
物
の
可
能
性
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
し
、
各
界
の
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

に
は
世
界
で
加
速
を
続
け
る
産
業
利
用
の

潮
流
を
逃
さ
ず
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
見

い
だ
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
供
給
側
の

生
産
者
と
、
新
素
材
と
し
て
商
品
化
し
た

い
業
界
が
両
輪
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

フ
ラ
ン
ス
大
使
館
や
北
海
道
庁
の
協
力

を
得
て
、
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い
う
形

で
発
表
の
場
を
持
て
た
こ
と
が
成
果
と
言

え
そ
う
だ
。�

（
加
藤
祐
子
）

図１：フランスで栽培中の santica27

図２：Santica27 のガスクロマトグラフィーによ
る成分値（上）と品種特性（下）

カンナビゲロール
（CBG）高濃度

カンナビジオール
（CBD）低濃度


